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▌事務局だより 

１．会員動向 

8月 1日現在会員数 

湘南 県央 ベイサイド 多摩・田園 計 

37 31 31 27 126名（Eグループ会員：113名） 

２． 運営委員会報告 

8月は、運営委員会は開催されませんでした。 

３．次回の運営委員会  

日時：2022 年 9月 25日（日）10:00～12:00 オンライン開催 

議長：竹内委員、書記：永井委員 

▌特別寄稿 

じゃお県央、前田康行さんの特別寄稿連載は今回が 4回目です。道中の 3日目、島根県松江市の道の

駅を出発し、山口県宇部市にお住いの三味線のお師匠さんをサプライズ訪問するまでをお届けします。 

不如帰道中記～その 4 

じゃお県央 元相模原市 前田康行 

三味線のお師匠さんにご挨拶 3日目（2022年 5月 2日） 島根県松江市→山口県宇部市 

昨日同様、歯磨いて、朝食とって、朝 6時 15分出発。当初、下道の車旅はまあだいたい 1日 300㎞

ぐらいがいいとこだろうから、佐賀県までの距離を 1200kmとふんで、4日かけて帰るべと思っていた

んですが、２日間予想以上に進んで島根県まで来たもんですから、こうなったら今日中に佐賀にたどり

着くぞー、と気合を入れて。 

宍道湖のほとりから、ナビの指示で、えっ、これで

いいの？と思われるような道を経て再び国道 9 号線

に出、日本海を右手に眺めながらの快適なドライブ。

久しぶりの日本海の砂の白さに感動。昔、江の島海岸

の砂を初めて見た時、えらく黒いのでびっくりした

記憶があります。確か宮崎の海岸でも砂が黒かった

ような。太平洋側の砂って黒いんですよね。それに比

べると日本海側の砂は白いんですよ。わが古里佐賀県の北部にある唐津市は日本海（玄界灘）に面して
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ますから白砂の砂浜です。その砂浜に沿って長～い松林、砂防林があり、絵にかいたような白砂青松が

数 km続きます。これが通称虹ノ松原、数少ない佐賀県自慢の絶景です、はい。佐賀県においでの際に

はぜひお立ち寄りください。閑話休題、これが日本海かあ、と時々車を停め砂浜に下りて物思いにふけ

ったり、記念に白い砂を小瓶に詰めたり、など柄にもなく乙女チックな気分に。と、ここら辺までは叙

情溢れる日本海を眺めながらの快適なドライブだったのですが、浜田市あたりからかなあ、トロトロ運

転の軽自動車がちらほら出現。長～い車列を引き連れてトロトロと、制限速度の 50km/hぐらいで。た

だ、こういう車は地元の人がほとんどですからそのうち消えます。まあ、これも田舎道の宿命だと観念

して我慢我慢。 

そうこうするうちに山口県に入りました。が、津和野（島根県）とか萩（山口県）とかはパス。山陰

の小京都とか吉田松陰には興味なし。地元の人、すんません。それよりも、数年前茅ケ崎から山口県に

移住した三味線のお師匠さんが今宇部市にいらっしゃるので、そちらに。お師匠さんの住所を控えてこ

なかったので、茅ケ崎の三味線仲間に lineでお師匠さんの住所を教えてもらってナビに入れると、お師

匠さんのおうちまでちゃんと誘導してくれました。実はご多分に漏れず、このところのコロナ禍で三味

線のお稽古もオンラインで、お師匠さんと対面することもなくなっていたので、少し回り道だけれどお

伺いしようと思ったわけです。連絡なしでしたので、留守なら諦めようと思って伺ったら幸いにもご在

宅で、サプライズ大成功！久しぶりの再会ではありましたが、暗くなる前には佐賀に着きたいので、と

ちょっとだけ挨拶をしてお暇しました。ほんとは、もっとお話がしたかったのですが、車中泊で 2日間

お風呂に入ってないし、着た切りすずめだったので長居を遠慮させてもらったんです。お師匠さん女性

ですし、一応気を使いました、はい。 

▌会員だより 

近況報告 

県央 倉島 大輔 

私、昭和 11 年生の 86歳。最近、起床時に身体全体が痛くて苦痛の日常を過ごしている。昨年と比較

して確実に体力の変化が表れてきていると、感じずにはいられない。 

先日、散歩中に道路の変化に気が付かず、つまずき、転倒して左ひざを痛めてしまった。整形外科で

診察、「レントゲン撮影」の結果、軟骨が減っているとの事。軟骨は、加齢とともに減少し、減った軟骨

は元に戻らないそうだ。「痛み止め薬」と「湿布」を処方されたが、治療法はなくて全快することはない

との事にガックリした。老化は膝から、くるようだ。 

① ひざを曲げて物を取るのが苦痛だ 

② ひざをつくのにためらうことがしばしばある 

③ 立ち上がる時に何かにつかまらないと不安 

④ 階段の昇り降りがつらい 

以上の 4 項目と、つきあいながら日常生活を送るしかないと、なかばあきらめている。やっと、4回

目の「ワクチン接種」が終了したと思ったら、5 回目の話しが出てきた。今後、どうなるのだろうか？ 

「コロナ禍」で「じゃおクラブ」の活動もほとんどなく、ここ 2 年間変化のない日常を過ごしている。 

皆さん、日常の行動には慎重の上に慎重を心がけて下さい。 
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▌じゃお湘南 

3 年ぶりのじゃお湘南収穫祭 

じゃお湘南では 2 年間、コロナで開催出来なかった収穫祭を 7 月 30日に 3年ぶりに実施しました。

平常時ですと永田農園の皆さんと総数 50 人で会食を楽しむのですが、コロナ感染防止のため大人数の

会食は避けざるを得ず、永田社長と幹部職員の皆さま 4名だけをご招待しました。農園活動に参加して

いる会員は通常 20 名前後いるのですが、真夏ということもあり法事との重複、配偶者の入院、コロナ

感染への不安等から最終的に参加されたのは通常より少ない 14名でした。 

12 時前には食べられるよう、参加者には野菜の洗

浄、裁断、釜の火おこし、会場設営、料理作り等の作

業を均等に振り分けお願いしました。 

本日のメーンディッシュは豚ロースカツ用の肉と

じゃお農園で収穫した野菜をふんだんに使用した

BBQです。野菜はチャレンジ農園の会員からも提供

してもらいました。ナス、カボチャ、ジャガイモ、人

参、もやしなどの野菜を炒め、今年もゴーヤーがたく

さん収穫できたので、収穫祭初のゴーヤーチャンプ

ルーもつくりました。副菜は真夏ということもあり

例年焼きそばだったものを今年は冷やむぎにしました。 

今年は枝豆の出来も良かったので枝豆もゆでまし

た。塩加減をミスりましたが味は上々の出来でした。 

ジャガバターも濡れ新聞紙とアルミホイルに包み

かまどの脇に置き自然の蒸し焼きに挑戦しましたが、

取り出しを忘れて 8 割がたが炭になるというハプニ

ングもありました。 

概ね予定通り 12時には会食が始まり飲んで食べて

皆腹いっぱいなのですが、最後の締めは農園で収穫し

たスイカです。大きくて、真っ赤な甘いスイカです。

今年はスイカの出来が良く、当たり年と言えます。満

腹でもスイカは別腹の様で皆よく食べました。 

収穫祭は毎年夏に企画しますが、気温 35度の炎天下、4つのかまどでの料理作りは地獄でした。 

トラブルもいろいろ有りました。永田農園の冷蔵庫にビール、ノンアルを入れたけど後で取りに行つ

たら収納物の入れ過ぎでドアが開いていたとか、購入した砕き氷や調味料が行方不明とか家の台所で調

理するのとは大違いでした。イベントは段取りが重要です。食事は永田農園の大きなビニールハウス内

で永田農園幹部の皆さまを交え雑談しながら楽しい収穫祭を終えることができました。 

（湘南 永井 志成 記・写真 島村 忠男） 


